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1.は じめ に

奈良教育大学 には2012年10月 現在 、22か 国83名 の留 学生が在籍 してお り(i!大学 院生

や学部生 といった、本学 での学位 取得 を目指す留学生以外 に も、 日本語 ・日本文化研修 留

学生(以 下、 日研生)や 協定校 か らの特別聴講 学生な ど1年 間の短期留 学生 を積極 的に受

け入れて いる。本学 は古都 ・奈 良の中心 に位置 し、豊か な自然 と世界遺 産 を含む多 くの伝

統文化遺産 に囲 まれて いるため、短 期留学生 の多 くは古都 での生活へ の強 い憧れや期待 感

を抱いて本学 を留学先 と して選 択す る傾向が極 めて強 い。そのた め、 日研 生独 自の研修 プ

ログラムで ある 「日本語 ・日本 文化 実地検証 プログラム ーや まと一」 では、伝統的 な 日本

文化に関す る知識 を獲得す るための講義 と併せて 、地理 的な特徴 を生 か した実地研修 を行

うことで、よ り深 い文化理解 に繋げる工夫がな されて いる。本稿で は、さ らに深 い文化 理

解 を目指 して開講 している 「現代 日本 論」の授業実践 を報告 し、 「奈 良の伝統 」に関する協

働学習 を通 した言語 と文化 の統 合教育 にお ける文化的気 づき を考察す る。

2.先 行研究

2-L日 本語教育 にお ける文化概 念

日本語教育において 「文化」は どのよ うにとらえ られてきたのだ ろうか。佐々木(2002)

は 日本語教育における文 化概念 を次の ように整理 して いる。1980年 代以前 の日本語教育 に

おいては、 「文化」 をある集 団によって共有 、継承 され る体系 的な もの と捉 える傾 向にあっ

たため、文化 として 「何 を」教 えるか とい うことに関心 が向き、知識伝達 型の教育実践 に

傾 きがちで あった。そ してそれ らは、言語学習 とは別 の 「文 化学習」 と して扱われて いた

と言える。1980年 以降 、言語教育面 にお いて コミュニカテ ィプアプ ローチが 日本語教育 に

浸 透 し始 め、言語教育 の 目標がコ ミュニケーシ ョン能力の育成 だ と認識 されるよ うにな っ

た。そのため、言語 と文化 の様式 がコ ミュニケー ションに与 える影響 に関心が向 けられ る

よ うにな り、文化的な要素 も狭 義の言語 と切 り離せないもの として扱われ ることとな った。

さ らに21世 紀 に入 ると、コ ミュニケー ション教 育を目的と した 日本語教育 にお いて、非言
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語伝 達か ら思考経路や価値観 まで含め たものを 「文化」 と捉 え、文化 的背景 の異な る人 々

の直接的接触 の中で 自己 と他者 の価 値観や認識 、行動 様式の差異 に気づ くことが重視 され

るよ うになった。また、文化 に対 する 自身 の態度 や意 識 をは ぐ くむ教育 の重要性が指摘 さ

れている。

本稿で報告す る 「現代 日本論 」 は、 日本 の現代社会 に関す る内容 を扱 う、いわ ゆる 「日

本事情」の時間 として1989年 か ら開講1されて いたが 、1995年 以降 は日本 人学 生 との合同授

業 とな り、 日本の社会 ・文化 に関す る話題 について 日本語で討論 す る授 業 とな った。それ

以降、学部の再編成 によ り日本 人学生の受講が困難 とな る2008年 まで 、日本人学 生 と留学

生が討論 を通 じて 日本 文化を理解す る 「異文化理解教育 の場 」 として運 営されて きた(澤

田2007)。 つ ま り、留学 生に とって の本 授業 の目的が 、 日本語や 日本 の社 会や文化 に関す

る知識 を活用 しなが ら異文化環境で 自己 と他者の価値観や認識 、行動様式の差異 に気づき、

文化 に対す る 自身の態度や意識 を明確 にする というものに転 換 した と言える。

2-2.外 国 語 教 育 に お け る異 文 化 間 能 力 お よび 異 文 化 間 コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン能 力

Byram(1997)は 、他 文 化 の 人 と外 国 語 で や りと りす る 能 力 を 「異 文 化 間 コ ミ ュニ ケ ー

シ ョ ン能 力 」 と呼 び 、 他 文 化 の 人 と母 語 で や りと りす る 能 力 「異 文 化 間 能 力 」 と区 別 して

い る 。そ して 、異 文 化 間 コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン能 力 を構 成 す る能 力 と して 「言 語 能 力 」 「社 会

言 語 能 力 」 「談 話 能 力」 「異 文 化 問 能 力 」 を挙 げ、 さ ら に 「異 文 化 間 能 力 」 を 構 成 す る5つ

の 要 素 と して 、 「① 態 度(Attitude-savoiretre;社 会 集 団や 文 化 、個 人 的 ・社 会 的 な イ ン

ラ ク シ ョ ン の プ ロセ ス に 関 す る知 識)」 、 「② 知 識(Knowledge-savoirs;自 ・他 文 化 に対

して 好 奇 心 を 持 ち 、 開放 的 で 平 等 な 関 係 を もつ 態 度)」 、 「③ 解 釈 と関 連 付 け の 技 術(Skills

ofinterpretingandrelating-savoircomprendre;他 文 化 の 文 書 、 出来 事 を解 釈 ・説 明 し 、

自文 化 の 文 書 と関 連 づ け る能 力)」 、 「④ 発見 とイ ン タ ラ ク シ ョ ン の技 術(Skillsofdiscovery

andinterac七ion;文 化 ・文 化 的 な 実 践 に 関 す る新 し い知 識 を 獲 得 し、 実 際 の コ ミ ュニ ケー

シ ョ ンや イ ン タ ラ ク シ ョ ンの 制 限 下 で 知 識 、 態 度 、 技 術 を操 作 で き る 能 力)」 「⑤ 批 判 的 文

化 ア ウ ェ ア ネ ス(CriticalCulturalawareness-savoirs'engager;批 判 的 に 、か つ 自 ・他 文

化 、国 の明示 的な基準、実践、生産物 に基づ いて評価す る能力)」 を示 してい者1)ま た、 こ

れ らの能力は 「教室」で教 師の関わ りによ り知識やス キルの獲得 し、そ の知識や スキルを

学習者が実際の場面で試 してみる 「フィール ドワー ク」つま り体験 を し、その体験 を教室

で振 り返 るという教室 内外 の行き来 によって醸成 され る と指摘 して いる。

このようなモデル に基づいて、外国語教育の場でも様 々な教育実践が行われ るようになっ

てきた。 例えば、TomlinsonandMasuhara(2004)は 、文化 的知識(cul七ural㎞owledge)と

文化的気づき(culturalawareness)を 区別 し、文化的気づき を自身 と他者 の文 化についての

認識 とした。文化 的気づき は内的で動的、 また経験 によ り変化 し、多 次元 的で あ り(p.6)、

直接的 あるいは間接的に文化 を経験す る ことによって得 られ ると述べてい る。
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本稿で取 り上 げる2012年 度開講iの 「現 代 日本論」では、多文化背 景を持つ学 習者 同士 の協

働 による 「奈良の伝統」 に関する プロジェ ク トワー クを行っ た。本実践 は、学 習者の大 き

な学習 動機 の一っである 「伝統」 をテーマ として取 り上 げ、 これまで 日本人 の授業参加 に

よって 可能 となっていた 日本 に関す る文化的気づ きの深 化 を、多文化背 景 を持 つ学習者 同

士が 「フィール ドワーク(=体 験)」 と 「教室 」とい う学びの場 の行 き来 を通 じて実現 する

ことを想定 してい る。教室外での 「体 験」 とそ こでの気 づ きが、教室で の異文 化間能 力に

関わ る要素の意識化 によ って よ り活 性化 され 、教 師を含 む他者 との共有 に よって深 まる こ

とを目指 している。っ ま り、学習者 の異文化間能 力お よび異文化 間 コミュニ ケー シ ョン能

力 を刺 激す る試みである とも言 えよ う。

3.「現代 日本 論」の概要

本授業 は、前期 に開講 されて いる留学生用科 目である。ただ し履修規定 上 は 日本 人学 生 も

受講可 能である。授業の概要 は以下の とお りで ある。

【目標 】① 奈良の伝統 に関わ る人物へのイ ンタビュー を中心 とした プロジ ェク トワー ク を

通 して、伝統 を複眼的 な視 点で捉 えな おし、理解 を深 め ること

② 調査 ・発信す るプロジェク トワー クを通 して、 日本 語運用 力を伸 ばす こと

【開講期 間】2012年4～7月 。90分/週 ×14回

【受講i生情報】留学生14名 、 日本 人学 生2名(う ち院生1名 はオ ブザーバ ー参加)

受講 した留学生 の多 くは、自国で 日本語 ・日本文 化 を専攻 してお り(1)日本語 レベル は 日

本語能 力試験N1～N4相 当と幅広 い。 また短期 留学生 は1名 を除き 日本 で の長 期滞在 は初

め てであ り、いずれ も受講時奈 良在住歴 は6カ 月であった。(表1)

表1:受 講生情報

人 国籍 レベ ル

・(JLPT)
滞日歴(う ち奈良滞在)

短期

留学生

日研生 4 トル コ 、 ル ー マ ニ ア、

カ ンボ ジ ア、 ロ シ ア

N2 6か 月(6か 月)

※1名 のみ1年6カ 月

交換留

学生

7 韓国

独、ルー マニア

仏米

Nl

N2～N3

N4

6か 月(6か 月)

正規生 学部生 4 中国

日本人

N1

一

2～3年(6か 月 ～1年)

一(2年6カ 月)

【授業内容】

第1回 奈良 のイメー ジ共有
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奈 良 に対す るイ メー ジが 表層的な ものである ことを受講 生 自身 が認識す る ことを 目的

として以下の活動 を行 った。

まず本授業の 目的や スケジュール等の概要 を説明 したの ち、「奈 良」 に対 して持 ってい

るイ メー ジをKJ法 を用 いて 共有 した。学習 者か らは 「奈 良の大仏 」や 「鹿 」、 「伝 統

の町」 「静か」 とい ったキー ワー ドが出され たが、それ に対 す る説 明は一般 的で表 層的

なものに終始した。続いて、奈良について簡単に紹介した子供向け教育番誼あ一部を

視聴 し、地理や特産 な どの基本情報 を確 認 した。 さ らにその後 、各 自が奈 良のお気 に

入 りの場所や物 を1つ あげ、そ の理 由を説 明 した。受講i生か らは学 生寮 の近 辺 の観光

スポ ッ ト(例:浮 御 堂)の ほか、お気 に入 りのまちやづ くりのカ フェが 紹介 され 、「自

身の生活圏内 にある」とい う地理 的な親 近感がその理 由 として挙 げ られ た。

第2・3回 文化 的気 づきを深 める視 点の紹介

奈 良の伝統 というテ ーマで文化的気づ きを深める視点 を意識 化す るため に 、以下 の活

動 を行 った。

まず、奈 良のイメー ジと して最 もよく挙 げ られた 「大仏」 を話題 と し、大 仏 が世界遺

産 に選 ばれた理 由について グルー プディスカ ッシ ョンを行 った。 学習者 か らはそ の大

きさや歴史的な価値 が理 由 として挙 げ られた。その後、大仏 建立 までの 経緯 、大仏 を

現在 まで守 って きた 人々の存在 に関す る内容の読解 を行 い、 自国 の世界遺 産 を同様 の

視点か ら紹介 しあった。

続 いて、近隣の町名 の由来や建造物や 名産 物に見 られ る工夫 を紹介 し、 自国 に ある類

似 物 との比較 を行 った。さ らに奈 良の寺社 仏閣の修復 に世界各国 の材 料 が使 用 されて

いる ことか ら、奈良 の伝 統 と世界 とのつ なが りを確認 した。

このよ うに、受講 生は歴 史的 な経緯 と現状の関連付 け、 自国および他 国 の類似 事象 と

の比較や関連付 けによ り、複 眼的 に伝統 を捉 えた り自己 との関連づ けを行 った りす る

ことを意識化 した。

第4回 プロジェク トの概要説 明と計 画

プ ロジェク トワー クの進め方 を理 解 し、今後 の計画 を立て るため に以下 の活動 を行 っ

た。

「住」 「食」 「寺社仏 閣」 「新 しい挑 戦」 の4つ のテー マを設定 し、希 望 によ りグルー プ

分け(3-4名/グ ルー プ)を 行ったのち、グルー プ内のアイスプ レイ クの ための活動

を行った。その後 、プ ロジェ ク トワー ク中に必須 となって いるイ ンタ ビュー の協力者

(教師がア レンジ)に 関す る情報 を提供 し、グループ内で課題設定 と今 後 の計 画 を行 っ

た。 さらに本 プロジェク ト期 間中、週 に1度 、プロジェ ク トワー クの進 捗 状況 とそ こ

での気づ きを記 した 「活 動記録」 の提 出が義務 付け られ る ことを確認 した。 また、イ

ンタ ビューの 日程調整 メールのひな型 を配布 し、協力者 と相談 して 日時等 を決 めるよ
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う指示 した。

第5・6回 プ ロジェク ト活動 日

各グルー プがそれぞ れの計画 に従 い プロジェク トワー クを行 った。た だ し1グ ルー プ

につ き40分 間 の教師 を交 えた相談 の機会 を1度 設 けた。

第7・8回 中間報告 会

各グルー プがプ ロジェク トワー クの進捗 状況 を中間報告 し、他の受講 生か らア ドバイ

ス を得た。

第9回 発 信のため の 日本 語

最終報告会 に向けた発信 の方法 を各 グルー プで相談 した結果 、ポス ター また はパ ワー

ポイ ン トを用 いた 口頭発表 形式で の報告 を行 うこと となった 。その後 、そ こで 必要な

日本語技能(パ ワーポイ ン トやポスター等の視覚資料 の作成 方法等)を 学 んだ。また、

最終評価 の評価 指標 を話 し合 い、自己評価 シー トを作成 した(表2)。

第10・11回 プ ロジ ェク ト活動 日

第5・6回 と同様 に実 施 した。

第12回 最終報 告会 の準備

最終報告会の会 場設営や プ ログラム作成 につ いて相談 し、作業分 担 を行 った。

第13回 最終 報告会

学内の教職員 、 日本人学 生を招 き、各 グループがブー スに分かれ て報告 を行 った。 ゲ

ス トにはコメン トシー トに感 想 を書 いて もらい、受講 生 にフィー ドバ ック した。

第14回 自己評 価 と振 り返 り

表2を 用 いた 自己評価 を行 った。さ らに 「活 動記録」 を振 り返 りなが らプ ロジェク ト

ワー クを通 じて得 た気づ きを共有 した。

振 り返 りの際 には 「このプ ロジェク トワークを通 じて感 じた こと」「うま くいった こと」

「うまくいかな かった こと」につ いて 「振 り返 りシー ト」 に記述 させた。

表2:自 己評価 シー ト

評価項目 評価(◎/○/△)

①内容 調 査方法 は適 当だ ったか。

調査課題 につ いて詳 しく調べたか。

いろい ろな視 点か ら分析 できていたか。

調査結果に説得力があるか。

計画 した 内容 をすべて調 査できたか。

② パ フオーマ ンス 聴 衆が興 味を持て るよ う工夫 して いたか 。

聴 衆の質 問に分か りやす く答え られたか。

調 査結果が 分か りやす く示されて いたか 。

③ 協働学習 ス ケジュール 通 り進 め られたか。

メ ンバー で協 力で きたか 。
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【評価】 以下 の方法で最 終評価 を行 った。

① 成果物(中 間報 告、最 終報告)の 内容(50%)

主に最終報告 に関 して表2の 評価指標 を用いて評価 を行 った。

② 「活動記録(計8回)」 と 「振 り返 りシー ト」(40%)

提 出率、記入分量を勘案 して評価 を行 った。

③ 自己評価(10%)

表2の 評価 指標 を用いて評価 を行 った場合 は一律加点 した。

【各プロジェク トワーク実践 の概 要】

各グループのプロジェク トワー クの概要 を、「活動記録」の記述 およびグルー プ別 の個別

相談 、中間報告 、最終成 果物の内容 を元 にま とめた ものが表3で ある。

表3:プ ロジェク トワー クの内容

テ ー マ 指定 イ ンタ ビュー 主な内容

奈良のまちや まちやカ フェの

オーナー

①指定インタビュー

②まちやの特徴を調査

③自国の伝統的家屋の調査との比較

④古くからまちやに住む住民へのインタビュー

⑤ならまちの現状を考察

奈良の寺社仏閣 文化財研究所研究員 ① 特定の寺の歴史的背景の調査

② 指定インタビュー

③ 「檀家制度」に関する文献調査

④ 印象に残っている調査結果のまとめ

奈良の祭り 町お こしNPO代 表 ① 左記NPO代 表 主催 の祭 りの基 本情 報調査

② 指定 イ ンタ ビュー

③ 新 ・旧の祭 りに関す るさまざまな奈 良の住

民へ のイ ンタ ビュー

④ 自国との比較 とプ ロジェク トの感想

柿の葉ずし 老舗製造販売会社

社長

① 柿の葉ずしの基本情報調査

② 指定インタビュー

③ 考察

4.受 講生の語 りか ら見 たプロ ジェク トワークにおける気 づき

4-1.調 査方法

全授業 終了後、受講 生 に対 し協働 学習 の過程や授業での学 びや 伝統 に対す る意識 の変化

に関す る半構造化イ ンタ ビュー 調査を行 った。イ ンタビューに際 しては 「活動 記録」や 「振

り返 りシー ト」 の内容、および 「自己評価 」を参考 に した。

(6)
-107一



本グルー プは活 動開始1ヶ 月間で 奈良 の伝統 料理、柿 の葉 ず しの製 造法や歴 史的背景 を

インターネ ッ トを通 して調査 しま とめた。 その後、プ ロジェク トワー ク活動 の教師 との相

談 時には 、老舗製造 販売会社14代 目社長(以 下A氏)へ のイ ンタビュー質 問項 目に関 す

る相談 が行われた。受講 生か らは事前 にイ ンターネ ッ トで調査 した内容 を確 認す る主 旨の

質 問項 目が示 された。そ こで、教師が 「あなたがA氏 だった ら老舗 を継 ぐか」 という働 き

か けを行った結果、質 問項 目にA氏 個 人に関す る質 問(「 老 舗 を受 け継 ぐときに迷 いはな

か ったか」 「自分の子 に受 け継 いで も らいたいか」等)を 追加 した。その後課外活動でイ ン

タビュー を実施 し、翌週 の中間報告で はイ ンターネ ッ トでの調査 とA氏 へのイ ンタ ビュー

結果 と して、柿の葉ず しの歴史や 製造工程 に関する報告が行われ た。 またイ ンタ ビュー を

体験 した感 想 として 「柿 の葉 ず しを実際 に食べてみてお いしか った(学 習 者B)」 「初め て

のインタ ビューで ドキ ドキ したが3人 の協力でで きた 。 自信がつ いた(学 習者C)」 といっ

た 、体験 に対す る満足感や達成感 にも言及 していた。さ らに、 「活動記録」 には 「これ まで

柿 の葉ず しの店は私 にとって 目立たな い存在 だった。イ ンタビューか ら柿 の葉が中国か ら

輸入 され ているこ とを知 り、自分 とのつなが りも意識できた(学 習者B)」 というコメン ト

が見 られ た。 この受講生 が伝統 として の柿 の葉ず しと自己 との関わ りを認識 した と言 える

だ ろう。

翌 回のプロジェク ト活動 日は、再び 教師 を交えてA氏 へのイ ンタビュー結果の考察 と今

後 の計画 につ いて 話 し合 った。3名 は他 の名産 につ いて 同様 のイ ンタ ビュー をす る計画 を

立 てていた。のち に実施 したフ ォロー アップイ ンタ ビューで 「イ ンタネ ッ トで調べた こと

と実 際に見 て聞いた ことは違 うので、 ほかの食べ物 をイ ンタ ビュー を通 じて調査 した いと

思 った(学 習者C)」 と述べて いることか らも、A氏 へ のインタ ビュー によ って実際 に体験

す る ことの重要性 を強 く認識 した ことが わかる。それ に対 して、教師 は 「残 り作業 の時 間

は十分か 」 と時間管理 に関す る働きか けを行った。 さらに、老 舗 を受 け継 ぐことへ の抵抗

感 に関す る質問に対す るA氏 の回答か ら 「老 舗を受け継 ぐことは私 に とって縁です」 とい

う発言 を取 り出 して その解釈 を問 うこ とで 、考察の焦点化 に関わ る働 きかけを行 った。 こ

の教師 の働 きか けは 「国の伝統 的な もの と比較 したい(学 習者D)」 と 「結論は伝統的な精

神だか ら自国の伝統 との比較はポイ ン トがずれ る(学 習者C)」 といった学習者間 の意見 の

対立 を生む こととなったが、「先生の質問か ら友だち と 「縁」について話 した、その会話 の

内容か ら 「縁」 につ いて の思考 が 引き出され た(学 習者C)」 という語 りに見 られ るよう

に、 自己 および他者 との対話 につなが った。つ ま り、 ここで教 師が文化 的気 づきを深め る

視点が意 識され るよう質 問 した り、考察時 にはイ ンタ ビュー結果 中の文化 的気づき に繋 が

るキー ワー ドの解説 を求 めた りす るな どの働きか けを行 った ことで、受講 生は 「伝統」 と

いうテー マ とA氏 の発 言 「縁」 とい う概念 と結 び付けて理解す る視点 を得た と言え る。 さ

らにメンバー間の意見 の対立が浮 き彫 りにな り、 自己および他 者 との対話 が活性化 した こ

とによって文化的気 づきが深 まった と言 える。
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さらに、 フォロー アップイ ンタ ビューで は 「(「縁」 という概 念 を理解 するため には)仏

教の知識 も必要だが今 回は調 べて いな い。現代 の生活 の中で の 「縁」 の考 え方 を考察 した

が、(仏 教的な知識 は)あ とで調べた い(学 習者D)」 といった 自律的 な学びの萌芽 を感 じ

させる語 りも聞かれた。 また 「故郷 と奈 良の類似点 か ら、 これ までの認識 どんな近代 的

な都市 に住んでいて も人 々の基 本的な考 え方 は伝統 と繋がって いる ことがもっ とはっき り

になった(学 習者C)」 とい う語 りも観察 された。 このプ ロジェク トワーク を通 じて受講生

は、現在 の体験 と、過去の経験や将来 の経験 を関連付 け、内的 に深 め活性 化 させ ることで、

体 験によって得 られた文化的気 づき を深め たと言 えよ う。

表4:「 柿の葉ず し」 グループの活動 の流 れ

活動の流れ 気づき
(活動記録またはインタビューより)

基礎情報の収集 インターネットで調べたこと(製 遣方法、歴史的背景、保存方法)を 中心
に発表しよう

プロジェクト活動日 インターネットで調べたことを 実際に体験 してみたい

(インタビュー準備) 奈良の人の生活と柿の葉ずしの関係を知りたい(購 買層、よく売れる時期)

中間報告会 (インターネット調査をまとめて発表)

インタビュー実施 柿の葉ずしを実際に食べておいしかった
(体験)

初めてのインタビューでドキドキしたが、3人の協力でできた。自信がついた。

体験に対する満足感・達

これまで柿の葉ずしの店はわたしにとって目立たない存在だった。インタビュー

から柿の葉が中国から輸入されていることも知 り、自分との繋がりも意識でき

た 。

自己との関わりを認識

プロジェクト活動日 インターネットで調べたことと実際に見て聞いたことは違うので、他の食べ物を
(分析) インタビューを通じて調査したい

体験の韮要性を認識

深い部分を引き出すためには柿の葉ずしに焦点を当てた方がいい
国の伝統的なものと比較したい

星S'ピ ア間での意見の対立

結論のポイントは伝統の精神。

自国の伝統との比較はポイントがずれる

先生の質問から友だちど縁 について話した。その会話の内容から自らの冒縁に
ついての思考が引き出された 自己・他者との対話

仏教の知識も必要だが今回は調べていない。現代の生活の中での「縁」の考え

方を考察したが、あとで調べたい。
自律的な学びの萌芽

故郷と奈良の類似点から、これまでの認識(どんな近代的な都市に住んでいて
も人々の基本的な考え方は伝統と繋がっている)がより明確になった。

自己との関連づけ

教師の働きかけ
く自己への関連づけ〉

教師=「あなたが社長だったら

老舖を継ぎますか」

質問事項に社長個人

に関する質問を追加

成感

ノ謙 聡;時 間,,
十分ですか。」

＼、 〈考察の焦点化〉＼

＼教 師:「社長が結した「縁」と

＼ いうのは何ですか。」
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5考 察

その他 のグルー プに対す る調査結果 も併せ て、本授業 で行 ったプ ロジェク トワークの実

践 における学習者 の気づ きは以下 のよ うにま とめ られ るだろ う。

1)学 習環境 につ いて

①教 室外 での 日本語使用 による達 成感 ・満足感

知 識やスキル を学習者 が実 際の場面で試 してみ る教室外 での 日本 語使用 による達成

感や満足感 に言及 したコメン トは多 く見 られた。

② 協働学習での学びの意識化

「協 力 して勉強す る方法 は初 めてだった。徐々 にこのグループで の意 思決定 の方 法 を

学んで いった。」 「中間報告会前はイ ンターネ ッ トで調 べた ことをま とめれ ばいい と考

えていたが、報告会後 自分の主張が はっき りし、積極的 に友 達を説得 す るよ うになっ

た。他の人の意見 もよ く聞けた」 といったコ メン トか ら、受講生 がプ ロジェク トワー

クを通 じて グルー プ内での意 思決定の最良の方法 を模索 しなが ら経 験的 に学 ぶ と同時

に、他者 との協働 によって自身の意見がよ り明確 にな った と認識 して いた こ とがわか

る。 また、先生や友達 との会話か ら新 しい思考が 引き出された といった コメン トもあ

り、教師や ピア との協働学習 によって文化的気づ きの範 囲 を広 げ、深 めて いった こと

が明 らか にな った。

③ 教師の役割

受講 生への フォロー アップイ ンタ ビューでは、プ ロジェク ト過程で の、時間管理 、考

察の焦点化 に関す る教 師の働きかけが受講生の文化的気 づきの深化 の手助 けとなって

いた ことが明 らかとなった。また、 「活動記録」については 「活動記録 の先 生のコメ ン

トか ら進め方の ヒン トを得 た」 とい う肯定的なコ メン トもあ る一方 で、その意義や 記

述方法 に対 して否定 的な意見 もあった。

2)文 化的気づき の深化 について

④ 自律的な学びの萌芽

「自国 にっ いて ももっと知 りた くな った」 「調査結果 のよ り深い考察 に必要 な ことが明

らかにな った」 とい うコメ ン トもあ り、受講後の 自律的 な学びの萌芽 を読み取 る こと

ができ る。

⑤ 「伝統」 に対す る意識 の変化

受講生は、 自己 と奈 良の伝統 及び現在 と伝統の繋が り、文 化の変容性 を意識 した こ

とで伝統 に関す る文化 的気づき を深めた と言える。
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・柿 の葉ず しは私 には 目立たな い存在だったが、柿の葉は 中国か ら輸 入されて いて、自

分(中 国人)と 関係が ある(中 国)。
・現 代の生活 に合わせ てサ イズ を小さ くした り、種類 を増や した りして い るのでび っ

く りした。(カ ンボ ジア)

・日本人の持っ 「伝統」のイ メー ジがわかった。静か な祭 りは新 しくて も 「伝統 的」だ

と感 じる ことや祭 りには宗 教が関わ って いる こと。(ド イ ッ)

⑥多文化との比較による複眼的視点の獲得
・自国の伝統的な家 と比較 す る時 、他 の国の共通伝統や 家の工夫 を見 出 して び っく り

した。(ル ーマニ ア)

⑦ 自己 との関連づけ

すべての グルー プで、 プ ロジェク トの過程および最終 報告時 に 自己 との 関連付 けに よっ

て文化的気づきが語 られて いた。 しか し、そ の気 づき には2つ のタイ プが観察 された。

まず、最終 報告の段階 に至 って も、気づ きが表 面的な 自文化 との対照や 自己 との関わ り

に関す る言及 にとどまってい る場合で ある。下記の例で は、 自文化 との比較 は行 われて い

る もの の、語 りが事象そ の ものに終始 していた り、事象 につ いての 「びっ く りした」等 の

感想や評価が 中心 となった りす る学習 者 もいた。
・いろいろな奈良の人々の意見 で私たちは奈 良の祭 りと言 えば、同時 に伝統 的な祭 りの

守 りたい人と現代的 な祭 りの広 げ続 けたい人 もいっ しょにいるの発見で きま した。(ア

メ リカ)

・自国の伝統的な家 と比較する時 、他 の国の共通伝統や家 の工夫 を見 出 して びっ く り

した。(ル ーマ ニア)

一方 、調査か ら知 り得た事 象を 自己 の中で どのように位置づ けたか につ いての言及 が見

られ る場合 も観察された。下記の事例で は、過去 の価値観や認識、経験 との関連づ けで 「伝

統 」に対する気づ きを深 めている。
・故郷 と奈 良の類似点か ら、これ までの認識(ど んな近代的な都市 に住 んで いて も人々

の基本 的な考 え方は伝統 と繋 がってい る)が よ り明確 になった。(中 国)

・韓 国 と日本 の祭韓国 の昔 の祭 りは 日本 と同じように地域 と関係 がある宗 教的な祭 り

だったが今まで続 く祭 りは少ない、一方で地域 の特徴 や特産物 のためのイ ベ ン トの性

格 が強い祭 りが増えて いる。 自分 にとって伝統 的なイメー ジとは何なのか を考え てみ

る時間 になった。(韓 国)

このような語 りの現れ方 の違 いは、事象 に関す る過去 の認識や経験そ の ものが 自身 のな

かで不 十分 ・不明確で あった り、または時間的制約の ため、その段階 に至 らな か った こと

に起 因する可能性が あるだろ う。そのよ うな学習者 に対 しては、学習者 の過去 の経験や認

識 との関連付 けを試み るために教 師が積極 的に介入す る ことが重要 だ と推察 され る。また、

日本に関す る知識が著 しく少ない場合 につ いても教 室での教授 内容 に配慮す る必要が ある
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だ ろ う。

6ま とめ

以上、「奈良の伝統」 をテー マ とした言語 と文化の統合教育 の中で文化 的気づ きを深め る

ことを 目的と した 「現代 日本論」の実践 を報告 した。今回の実践 で明 らか にな った ように、

本実践 では、異文 化間能 力の育成 に必要 とされ る 「体験 」 と 「教 室」 の行 き来 という学 習

環境 の中での多国籍学習者 の協働学習や教師 の関わ りによって 、 「伝統」 に関す る文化 的気

づ きが深化 してい ることが観察 された。今後、教師の関わ り方や賛 否の あった 「活 動記録」

の記述方法 に関 して、詳細な 分析 が必要 であろ う。 これ らは今後 の課題 としたい
。

前述 の通 り、 「現代 日本論」 は2008年 まで留学生 と日本人学 生合 同の授業 として開講 さ

れてお り、双方の異文化 間能力の養成 に大 きく貢献 してきた と言 える(澤 田、前掲)。 しか

しなが ら、2005年 春か らの学 部の再編成 に伴 って、 日本人学 生の受講1が困難 な状況 となっ

た。大学は 日本人 と留学 生が共 に異文化 間能力 をは ぐくむ絶 好 の学び の場で ある
。今 回授

業 に参加 した 日本人学生 は留 学生 との協働学習 を通 じて 、「留学 生か ら日本 人 として の意見

を求 め られて 困った。「日本人 は … 」 と言 いなが ら、 自分 の意見 なの か、 日本 人 として の

事実な のか、わか らな くなった。」 と語 る一方で、 「(受講揃 は)自 分が 日本 人 らしさ を持 っ

て いると認識 した ことがなか った。伝統 について も知 らな い し、それ は私 の文化 ではな い

と思 って いた 。プ ロジェク トを通 じて、 自分 の中の 「日本人 らしさ」、例 え ば 「日本 の伝

統」 と聞 いた時 にイ メー ジす るものを持 って いる、新 しい、 うる さい祭 りには違和感 を感

じて しまう、普 段意識 していな いが現代 の若者の 自分 の中に も 「日本人 らしさ」は あるの

だ と認識 した」 と語 って いる。 この 日本 人学生 は多 国籍 留学生 の文化 との比較や 自己 の経

験 ・価 値観 との関連づけ によって 、「伝統 」に関す る気づき を深 めた と言 えよ う
。本授業 の

継続的 な実践が、留学生の異文化 間能力及び異文化間 コミュニ ケー ション能 力だけでな く
、

日本人学 生の異文化 問能 力養成 のき っか けとなる ことを期待 した い。
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注

(1)2012年10月 現在 の在籍 留学 生の 内訳 は以下 の通 りで ある。

大 学院生25名 、学部 生12名 、 日本 語 ・日本 文化研修 留学 生16名 、協 定校特 別 聴講i生10名 、教

員研 修留 学生3名 、研 究生17名

(2)各 要 素の概 説は筆 者 によ る抄 訳で あ る。

(3)米 協定校か らの留学 生のみ専攻 は国際関係学 であ り、来 日前 に 日本 に関す る学習 経験 が なかった。

(4)「 奈 良の しゃ じ」(「見 えるぞ!ニ ッポ ン(N且Kforschool)」)

http://www.nhk.or.jp/syakai/mieruzo/index2012043.html(最 終 アクセ ス 日2013年1月18

日)

(本学准教授)
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